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平成 1 7 年8 月1 6 日

街生主管部 (局)

業務主管課 御 中

厚生労働省医薬食品局監視指導 ・麻栗対策課

「厚生労働大臣が定める福祉用具貸与に係る福祉用具の種目」の

一部改正に伴う貸与事業者等への対応について

標記について、別添の通知により、指定福祉用具貸与事業者等が、貸与の商

品名、取扱説明書、パンフレット等において、 「じょく嬉予防」を標傍 してい

る、又は 「じょく盾を予防する」機能若 しくは効能をもつ旨の説明をしている

場合は、 「床ずれ防止」、 「床ずれを防止する」等の適切な表現に改めるよう、

介護保険主管部局から周知徹底が図られているところですので、ご承知おきく

ださい。

ついては、以上の事情に鑑み、介護保険主管部局による事業者等への周知徹

底が円滑に進むよう、ご配慮をお願いいた します。
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老振発第0816001号

平成 17年 8月 16日

各都道府県介護保険主管部 (局)長  殿

厚生労働省老健局振興課

「厚生労働大臣が定める福祉用具貸与に係る福祉用具の種目」
の一部改正について

介護保険法 (平成九年法律第百二十三号)第七条十七項の規定に基づく 「厚

生労働大臣が定める福祉用具貸与に係る福祉用具の種 目 (平成十一年厚生省

告示第九十三号)」ヤこついては、「厚生労働大臣が定める福祉用具貸与に係る

福祉用具の種 目の一部を改正する件 (平成十七年人月厚生労働省告示第二百

七十六号)」が、別添のとお り本 日付けで公布 され、「じょく清予防用具」の

種目名を 「床ずれ防止用具」に改めたところです。
この趣旨は、介護保険法において、これまで 「じょく盾予防用具Jの 種 目

に属 していた福祉用具の貸与について、薬事法 (昭和三十五年法律第百四十

五号)第 二条第四項で規定される医療機器を貸与するものではないことを明

確にするものであるので、現在、介護保険法に基づき貸与されている福祉用

具について、貸与の商品名、取り扱い説明書、パンフレット等において、「じ

ょく盾予防」を標移 している、又は 「じよく盾を予防する」機能若 しくは効

能をもつ旨の説明をしている場合は、「床ずれ防止J、「床ずれを防止する」

等、今般の告示改正の趣旨に照らし、適切な表現に改めるよう、管下市町村

及び指定福祉用具貸与事業者等に周知をお願いします。

なお、本通知については、医薬食品局監視指導 ・麻薬対策課長 とも協議済

みであることを申し添えます。
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具

（略
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薬事法 (昭和三十五年法律第百四十五号)(抄 )

第一章 総 則

(定義)

第二条
4 こ の法律で

は予防に使用されること、又は人若 しくは動物の身体の構造若 しくは機能に

影響を及ぼすことが目的とされている機械器具等であつて、政令で定めるも

のをいう。


